









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































eineauf Grund und Boden gelegteAlleinsteuerである。前章で見た家屋
税もそうであったが，この租税も土地の収益を現物ではなく，貨幣で把握
し徴収するものであったことは，王立銀行を中心とするシステムの視点か
－169（54）－
ら極めて当然のこととして理解される25）。
　　「勅令案」には王国の一率税の申告書のモデルが５通り含まれており，
それぞれ資産価格と賃貸価格を申告することになっている26）。この租税も
また上述の家屋税と同じく整備の行き届いた申告所得税であって，土地の
所有者が公証人の面前で印刷された申告用紙を用いて申告するというこの
やり方はとてもアンシァン・レジームのものとは思われない。マンはこれ
を「はるか時代に先んじて進んでいた経済専門家の精神」と評価してい
る27）。
　注目されるのは当時雑多を極めていた税目の整理を「家屋税案」におけ
る３税目から更に単一税へと極度にまで推し進めた点である。在来の数多
くの租税を全面的に廃止することによってローが意図したのは，徴税に伴
う巨額の冗費の節約，経済取引の簡素化・自由化，およびそれを梃とする
経済活力の誘発などである。しかもこの一率税では国家の収入の必要に応
じて税率を一様に上げ下げすることの可能性が明白に示されている。
　この税制改革が実現すれば，従来の徴税請負制度に寄生していた４万人
とも５万人とも言われる税務官吏は僅か1,000人の税務官吏に置き換えら
れることになって，徴税請負業務のために浪費されていた巨費が不要にな
－168（55）－
り，同時に他方で税収が大幅に増加する。それでは従来，徴税業務で暮ら
しをたてて家族を養ってきた40,000人はどうなるのか？　それに対する
ローの答は徴税請負制度，あるいは徴税請負人＝いわゆる金融家に対する
彼のラジカルな敵対的態度を如実に示している。「もし私が自分の屋根裏
部屋からもっと安全で良い場所へ穀物を運び去ったら，そこで暮らしてい
る鼠たちはどうなるのか？」（異議［８］）というのである。ローのこの税制
改革案の主目的の一つが徴税請負制度の廃止にあることは明白である。こ
の点について，マンは，後に「課税の安価」と呼ばれるようになった公準
がこれほどはっきり言い渡された例は稀であると言っている28）。
　次に指摘したいのは国内取引に対するもろもろの制限を除去することで
ある。家宅捜索や財産の徴発が廃止されることによって，商業，アンデュ
ストリおよび農業がこれまで知らなかった「自由」を手にするはずであっ
た。「人民の力は解放され，それを妨げるものは何もなくなり，誰もみな働
き，商業は自由になるから，こういった状態が国中すみずみまで広めら
れ，その結果王国の総収入［総生産］は倍増し，20億リーヴルにまで達す
るだろう。」こうして経済の活性化が実現するのである。もしこの活性化
の過程が十分速やかに行われなければ，銀行という強力な手段を利用する
ことも可能である。　ローはさらに能力説や普遍性の公準などについてもい
ろいろ述べているが，彼の主張の重点は「課税の経済化Okonomisierung
der Besteuerung」にあったのである29）。
　ローのこの計画では納税者は土地の所有者だけということになる。商人
や職人，農民はみな借家人，借地人である限りこのー率税を直接に課され
ることはない。もちろん転嫁の過程を通じてその租税を負担すべきことが
明示されてはいる。「勅令案」の中でローは「［フランス］王国では土地所
有者一人あたりの商人，職人および農民の数は100人である」3o）と述べてい
－167（56）－
るから，一方から見ればこれは驚くほど広範囲の免税特権を認めることで
あるが，同時に他方から見れば封建的農業制度の特性と大土地所有制の優
位を利用した租税制度の途方もない簡素化でもある31）。
　さらにもう一点付け加えておきたい。「土地［les biens-fonds］は王国の
全住民に食料，衣料および住居を供給する一般的源泉と見なすべきもので
ある」というローの覚え書きから，マンはローが「農業は富の唯一の源泉
である」という新たな見解を示したことを指摘しながら，同時に他方では
商業，財貨の流通および貨幣の循環もまた富の源泉であると考えていたこ
とを明らかにしている。マンはその点について「それは重農主義的にでは
なく自由貿易主義的に考えられた」と述べている32）。
　マンはまた次のようにも語っている。「この単一税計画を書き下ろした
時-1719年６月－ローはフランスの正真正銘の首相であった。しかし
その目標は余りにも遠大であり，企図された変革は……余りにも強引で
あって，外的事情が異常とも思えるほどに好都合な場合でも，彼は成功を
見ることが出来なかったのである。」このようにして「一人の実務に精通
した政治家が企てた有望な試みは，フランスの全面的崩壊とともに壊滅し
てしまった。一つの学問上の動きｰそれは驚くべき自信を持って信奉者
を集め，その人々を党派の形で結びつけ，またフランスの政府を味方につ
ける術を心得ていたｰが単一税のプランを改めて取り上げたことによっ
て新たなチャンスが開かれた。それと共にわれわれは第３の理論グループ
　［フィジオクラシー］に到達したことになる」33）と言うのである。
　リョン・ローの単一税の構想は何処から生まれたのか？　その点につい
て赤羽裕教授は「家屋税論」およびこの「王国の一率税」一土地単一税
－166（57）－
論-と関連して次のように述べている。「結局，ローは1718年から1719
年の間に地租単税論に到達したのであるが，そのためには何処かに地租単
税論モデルがなければならない。フランスでもヴォーバン，ヴォァギュ
ベールなどアンシァン・レジーム租税体系の批判の先駆者は存在していた
が，彼らもまだ地租単税論へは至っていない。　ローの地租単税論の内容か
らしても，その時期からしても，彼の経済思想からしても，そのモデル
は，イギリスの地租単税論，およびその実現形態としての名誉革命後の地
租landtaxであったと推定される。」と34）。
　マンは著書『祖税政策の理想』の「第12章　単一税の理想」の中で，
ヴォーバンの「王国の10分の１税論」は単一税を主張するものではなく財
政制度論であって，ローの王国のー率税論はそれとは根本的に異なるもの
であることを繰り返し述べている35）。そこでは「真剣に構築された単一税
構想の最初のグループ」として「イギリスのグループ」が取り上げられ，
17世紀後半の匿名の著者や，ジョン・ロック，ジョン・アスジル，チャー
ルズ・ダヴェナントおよびジェーコブ・ヴァンダーリントの所論が検討さ
れている。それに次いで「単一税構想の第２グループに数えられるのが18
世紀はじめにフランスに見られた数多くのプランで」あって，その中で最
も有力なものがローの王国の一率税だというのである36）。このようにして
ローの単一税構想の源流はイギリスにあるように思われる。
　さらに1719年６月に作成されたこの「王国の一率税に関する覚え書き」
について，赤羽教授の次の指摘は見逃し難い重要性を持っている。「1719
年９月以降のローの著作は学史研究にとっては純粋の研究対象になり難い
のではないか，と筆者は考えている。何故ならばこの期を境にくジョン・
ローのシステム〉の名で喧伝されているフランスの国家債務償還オペレー
－165（58）－
ションが展開されるのであり，この期以降の著作は全てこのオペレーショ
ンの擁護，あるいは弁明となるのであって，しかもそのオペレーションが
本来のロー理論と全く性質を異にするものなのであるから，彼本来の理論
の純粋性は全く失われているとみなしうるからである。」37）赤羽教授のこの
指摘から，「王国の一率税に関する覚え書き」は理論的検討に値するロー
の最後の論文であることが分かる。
－164（59）－
